
 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅰ ３ 第１学年 

LANDMARK Fit English 

CommunicationⅠ 

予習・完成ノート 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅰは、「話すこと」「書くこと」「聞くこと」「読むこと」というコミュニケーションの土台にな

る４技能の基礎作りのための授業です。世界のさまざまなトピックを通じて、楽しく英語を学ぶことができます。学ん

だ構文や表現を使って話したり書いたりする言語活動を多く行い、「英語を使う」感覚を身につけていきましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第１学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅰ」（３単位）及び「英語表現Ⅰ」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 

・聞いたり読ん

だりしたこと、

学んだことや経

験したことに基

づき、情報や考

えなどについ

て、話し合った

り意見の交換を

したりすること

ができる。 

・事実と意見な

どを区別して話

すことができ

る。 

・・・・・・・

・・・・・・な

ど 

コミュ英Ⅰ 

スピーキン

グテスト 

スピーチ 

パフォーマ

ンステスト 

語表現Ⅰ 

ライティン

グ 

 

・聞いたり読んだり

したこと、学んだ

ことや経験したこ

とに基づき、情報

や考えなどについ

て、簡潔に書くこ

とができる。 

・内容の要点を示す

語句や文、つなが

りを示す語句など

に注意しながら書

くことができる。 

・・・・・・・・・・・・・

など 

コミュ英Ⅰ 

ライティン

グテスト 

定期考査 

 

英語表現Ⅰ 

ライティン

グテスト 

定期考査 

 

・事物に関する紹

介や対話などを

聞いて、情報や

考えなどの概要

をとらえること

ができる。 

・事物に関する紹

介や対話などを

聞いて、情報や

考えなどの要点

や詳細をとらえ

ることができ

る。 

・・・・・・・・

・・・・・など 

コミュ英Ⅰ 

リスニング

テスト 

定期考査 

 

・説明や物語

などを読ん

で、情報や

考えなどの

概要をとら

えることが

できる。 

・説明や物語

などを読ん

で、情報や

考えなどの

要点や詳細

をとらえる

ことができ

る。 

・・・・・・ 

など 

コミュ英Ⅰ 

リーディン

グテスト 

音読テスト 

定期考査 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

積極的に言語活動を行い、コ

ミュニケーションを図ろうと

しているかを的確に評価でき

る方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

説明文や物語を読んで、内容

をある程度とらえることがで

きているか、背景にある文化

なども理解しているかを評価

する。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

 

Lesson １ 

(５時間) 

・血液型に対す

る日本人と外国

人の関心の違い

を理解する。 

・日本人が血液

型に関心を持つ

2 つの理由を理

解する。 

・血液型と性格

についての科学

者の意見を理解

する。 

・血液型と性格

の関連について

意見交換する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 

・血液型に関する様々

な考え方について，

知っていることを発

言しようとする。 

 

・パートごとの内容に対

する感想や意見につい

て話すためのキーワー

ドをワークシートにメ

モし、それを参考にし

ながらペアで伝え合

う。 

 

 

 

 

 

・ペア・ワークにお

いて、互いに協力

しながら会話を続

けている。 

 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシート提出

時に内容を取り組

み状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

 

・進行形，助動詞，
受動態を用いて，
正しい文を書くこ
とができる。 

 

・各パートの内容を口頭

で要約する。 

 

 

 

 

 

 

 

・進行形，助動
詞，受動態を用
いて，正しい文
を書くことがで
きる。 

 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

 

 

「外国語理解の能力」 

 

・血液型に関する様々

な考え方について理

解する。 

 

 

 

 

 

・予習・完成ノート を

利用して、パートごと

に概要を把握する。・ 

 

・血液型に関する
様々な考え方に
ついて理解す
る。 

 

 

・定期考査の筆記テ

ストにおいて内容

理解を問う出題に

より、内容理解が

できているかを判

断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

 

・進行形，助動詞，受

動態の用法を理解し

ている。 

 

 

 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

 

・進行形，助動詞，受

動態の用法を理解し

ている。 

 

 

 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

知識が身に付いて

いるかを判断す

る。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

 

Lesson ２ 

(５時間) 

・カレーのルー

ツとイギリスで

普及した経緯を

理解する。 

・明治時代にカ

レーが日本中に

普及した経緯を

理解する。 

・日本発のカレ

ー関連食品の世

界への広がりを

理解する。 

・カレーなどの

食べ物について

意見交換をす

る。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

 

 

 

 

 

・ペア・ワークにお

いて、互いに協力

しながら会話を続

けている。 

 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」 

 

・動名詞，現在完了形

(継続・経験・完了)

を用いて，正しい文

を書くことができ

る。 

・内容についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する。 

 

 

 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

 

・内容の要点をまとめて

ワークシートに書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・動名詞，現在完
了形(継続・経
験・完了)を用い
て，正しい文を
書くことができ
る。 

・内容についての
説明を読んで、
その内容を口頭
で要約する。 

 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取り組み状況の

判断材料として活

用する。 

 

「外国語理解の能力」 

 

・カレーに関する歴史

について理解でき

る。 

 

 

 

 

 

 

・Q&A などにより本文

を読み進めながら内容

を理解する。 

 

・カレーに関する歴

史について理解でき

る。 

 

 

 

・定期考査の筆記テ

ストにおいて内容

理解を問う出題に

より、内容理解が

できているかを判

断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

 

・動名詞，現在完了

形(継続・経験・完

了)を理解する 

 

 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

 

・動名詞，現在完
了形(継続・経
験・完了)の 

用法を理解する。 

 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

知識が身に付いて

いるかを判断す

る。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

 

Lesson  3 

(６時間) 

・日本の制服事

情を理解する。 

・海外の制服に

ついて理解す

る。 

・6 か国の高校

の制服採用率と

制服に対する意

見の違いを理解

する。 

・制服について

意見交換をす

る。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

 

 

 

 

 

・本文を読んだ後

に，ペアワークを

通じて自分の意見

を言ったり，相手

の発表をしっかり

聞こうとしたりす

る。・ペア・ワーク

において、互いに

協力しながら会話

を続けている。 

 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」 

 

・不定詞(名詞的用

法)，原級を使った比

較，比較級・最上級

を使った比較を用い

て，正しい文を書く

ことができる。 

 

・各パートの内容を簡潔

にまとめて話す／書く

ことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

・不定詞(名詞的用

法)，原級を使った

比較，比較級・最

上級を使った比較

を用いて，正しい

文を書くことがで

きる。 

 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取り組み状況の

判断材料として活

用する。 

 

 

「外国語理解の能力」 

 

・日本や世界の制服事

情について理解する

ことができる。 

 

 

 

・各パートの内容を簡潔

にまとめて話す／書く

ことができる。 

 

・日本や世界の制服

事情について理解

することができ

る。 

 

・定期考査の筆記テ

ストにおいて内容

理解を問う出題に

より、内容理解が

できているかを判

断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

 

・・不定詞(名詞的用

法)，原級を使った比

較，比較級・最上級

を使った比較の用法

を理解している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

 

・不定詞(名詞的用

法)，原級を使った

比較，比較級・最

上級を使った比較

の用法を理解して

いる。 

 

 

 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

知識が身に付いて

いるかを判断す

る。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

 

Lesson 4 

( ６時間) 

・ゴリラと人間

との類似性を理

解する。 

・ゴリラが平和

的に争いを回避

する方法を理解

する。 

・ゴリラの絶滅

とスマートフォ

ンとの関係につ

いて理解する。 

・コミュニケー

ションスタイル

や絶滅危惧種な

どについて意見

交換する。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 

・ゴリラの置かれてい

る状況、人間とゴリ

ラとの関係性につい

て知っていること・

思っていることを発

言しようとする。 

 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

 

 

 

 

 

・ゴリラの置かれて

いる状況、人間と

ゴリラとの関係性

について知ってい

ること・思ってい

ることを発言しよ

うとする。 

 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」 

 
・不定詞(副詞的用

法・形容詞的用

法)，It ～ to不定

詞の形式主語構文を

用いて，正しい文を

書くことができる。 

 
・各パートの内容を簡潔

にまとめて話す／書く

ことができる。 

 
・不定詞(副詞的用

法・形容詞的用

法)，It ～ to不

定詞の形式主語構

文を用いて，正し

い文を書くことが

できる。 

 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取り組み状況の

判断材料として活

用する。 

 

 

「外国語理解の能力」 

 

・ゴリラと人間との関

係性やゴリラが現代

にもたらす影響につ

いて理解している。 

 

・各パートの内容を簡潔

にまとめて話す／書く

ことができる。 

 

・ゴリラと人間との

関係性やゴリラが

現代にもたらす影

響について理解し

ている。 

 

・定期考査の筆記テ

ストにおいて内容

理解を問う出題に

より、内容理解が

できているかを判

断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・不定詞(副詞的用

法・形容詞的用

法)，It ～ to不定

詞の形式主語構文の

用法を理解してい

る。 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・不定詞(副詞的用

法・形容詞的用

法)，It ～ to不定

詞の形式主語構文の

用法を理解してい

る。 

 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

知識が身に付いて

いるかを判断す

る。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

 

Lesson 5 

( ６時間) 

・英語圏の若者

が用いる新種の

言語について理

解する。 

・新種の言語の

作り方を理解す

る。 

・新種の言語が

使われる理由を

理解する。 

・新種の言語が

もたらす影響に

ついて理解す

る。 

・新種の言語に

ついて意見交換

する。 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 

・新種の言語について

知っていることを発

言しようとする。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

 

・本文を読んだ後に，ペ

アワークを通じて自分

の意見を言ったり，相

手の発表をしっかり聞

こうとしたりする。 

 

 

 

 

 

・新種の言語につい

て，知っているこ

とを発言しようと

する。 

 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」 

 

・関係代名詞(主
格・目的格)，間
接疑問文，It ～ 

that の形式主語構
文を用いて，正し
い文を書くことが
できる。 

 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

 

・ペアで、メモに基づい

て、本文の内容につい

て伝え合う。 

 

 

 

 

 

 

 

・読んだことに基づ

き、内容について

話すことができ

る。 

 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取り組み状況の

判断材料として活

用する。 

 

 

「外国語理解の能力」 

 

・新種の言語にまつわ

る様々な状況につい

て理解できる。 

.  

 

・ユニバーサルﾃﾞｻﾞｲﾝに

関連する英語を聞いた

り、よんだりして，理

解することができる。 

 

・新種の言語にまつ

わる様々な状況に

ついて理解でき

る。 

.  

 

・定期考査の筆記テ

ストにて、内容理

解ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

 

・関係代名詞(主格・目

的格)，間接疑問文，

It ～ that の形式主

語構文の用法を理解

している。 

 

 

 

 

 

 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

 

・関係代名詞(主格・

目的格)，間接疑問

文，It ～ that の

形式主語構文の用

法を理解してい

る。 

 

 

 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

知識が身に付いて

いるかを判断す

る。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

 

Lesson  6 

( ７時間) 

・バスコファイ

ブ号の仕組みと

周生さんが旅を

始めた経緯を理

解する。 

・アメリカ大陸

での旅の経過を

理解する。 

・ヨーロッパ～

ロシアの旅の経

過を理解する。 

・周生さんが旅

を通じて得たこ

とを理解する。 

・周生さんの旅

について意見交

換をする。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 

・バスコファイブ号や

周生さんの旅につい

て，知っていること

を発言しようとす

る。 

 

・本文を読んだ後に，ペ

アワークを通じて自分

の意見を言ったり，相

手の発表をしっかり聞

こうとしたりする。 

 

 

 

 

 

・バスコファイブ号

や周生さんの旅に

ついて，知ってい

ることを発言しよ

うとする。 

 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」 

 

・ 過去分詞・現在分

詞の形容詞的用法，

過去完了形(完了)，

関係代名詞 what を

用いて，正しい文を

書くことができる。 

 

・各パートの内容を簡潔 

にまとめて話す／書

くことができる。 

 

 

 

 

 

 

・ 過去分詞・現在分

詞の形容詞的用

法，過去完了形(完

了)，関係代名詞

what を用いて，

正しい文を書くこ

とができる。 

 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取り組み状況の

判断材料として活

用する。 

 

 

「外国語理解の能力」 

 

・過去分詞・現在分詞

の形容詞的用法，過去

完了形(完了)，関係代

名詞 what について理

解する。 

 

・関連する英語を聞いた

り、よんだりして，理

解することができる。 

 

・過去分詞・現在分

詞の形容詞的用

法，過去完了形(完

了)，関係代名詞

what について理解

する。 

 

 

・定期考査の筆記テ

ストにおいて内容

理解を問う出題に

より、内容理解が

できているかを判

断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

 

・バスコファイブ号や

周生さんの旅につい

て理解している。 

 

 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

 

・バスコファイブ号

や周生さんの旅に

ついて理解してい

る。 

 

 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

知識が身に付いて

いるかを判断す

る。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

 

Lesson 7 

( ７時間) 

・世界遺産屋久

島とエコツアー

について理解す

る。 

・屋久島の地理

と気候について

理解する。 

・白谷雲水峡と

ウィルソン株に

ついて理解す

る。 

・縄文杉の特徴

と現代まで残さ

れた経緯を理解

する。 

・エコツアーや

屋久島について

意見交換する。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 

・ 世界遺産である屋

久島の現状や白谷雲
水峡とウィルソン
株、縄文杉につい
ての話題に触れ会
話することができ
る。 

 

・本文を読んだ後に，ペ

アワークを通じて自分

の意見を言ったり，相

手の発表をしっかり聞

こうとしたりする。 

 

 

 

 

 

・ 世界遺産である屋

久島の現状や白谷

雲水峡とウィルソ

ン株、縄文杉につ

いての話題に触れ

会話することがで

きる。 

 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」 

 

・ S＋V＋O＋to 不定

詞，S＋V[使役動詞]

＋O＋動詞の原形，

関係副詞 where と

when を用いて，正

しい文を書くことが

できる。 

 

・各パートの内容を簡潔

にまとめて話す／書く

ことができる。・各セ

クションの内容を口頭

で要約する。 

 

 

 

 

 

・ S＋V＋O＋to 不

定詞，S＋V[使役動

詞]＋O＋動詞の原

形，関係副詞

where と when を

用いて，正しい文

を書くことができ

る。 

 

 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取り組み状況の

判断材料として活

用する。 

 

 

「外国語理解の能力」 

 

・S＋V＋O＋to 不定

詞，S＋V[使役動詞]＋

O＋動詞の原形，関係

副詞 where と when 

について理解できる。 

 

・関連する英語を聞い

て，理解することがで

きる。 

 

・S＋V＋O＋to 不定

詞，S＋V[使役動

詞]＋O＋動詞の原

形，関係副詞

where と when に

ついて理解でき

る。 

 

・定期考査の筆記テ

ストにおいて内容

理解を問う出題に

より、内容理解が

できているかを判

断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

 

・ 世界遺産である屋

久島の現状や白谷雲

水峡とウィルソン

株、縄文杉について

理解できる。 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

 

 

 

 

 

 

・ 世界遺産である屋

久島の現状や白谷

雲水峡とウィルソ

ン株、縄文杉につ

いて理解できる。 

 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

知識が身に付いて

いるかを判断す

る。 



 

 

 

 

 

 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

 

Lesson 8 

( ８時間) 

 
・通訳者の過酷

な仕事について

理解する。 

・長井さんの卓

越した仕事ぶり

を理解する。 

・長井さんが仕

事の準備を大切

にしていること

を理解する。 

・長井さんが

人々の思いまで

伝えたいと考え

ていることを理

解する。 

・通訳の仕事や

長井さんについ

て意見交換す

る。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 

・通訳という職、その

職に就いている長井

さんの仕事に対する

向き合い方に関して

会話をしようとす

る。 

 

・本文を読んだ後に，ペ

アワークを通じて自分

の意見を言ったり，相

手の発表をしっかり聞

こうとしたりする。 

 

 

 

 

 

・通訳という職、そ

の職に就いている

長井さんの仕事に

対する向き合い方

に関して会話をし

ようとする。 

 

・グループでの言語

活動を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」 

 

・ S＋V[知覚動詞]＋O

＋動詞の原形／現在

分詞，現在分詞の分

詞構文(時・連続した

動作)を用いて，正し

い文を書くことがで

きる。 

 

・各パートの内容を簡潔

にまとめて話す／書く

ことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

・ S＋V[知覚動詞]＋

O＋動詞の原形／現

在分詞，現在分詞

の分詞構文(時・連

続した動作)を用い

て，正しい文を書

くことができる。 

 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取り組み状況の

判断材料として活

用する。 

 

 

「外国語理解の能力」 

 

・S＋V[知覚動詞]＋O

＋動詞の原形／現在分

詞，現在分詞の分詞構

文(時・連続した動作)

について理解できる。 

 

・関連する英語を聞い

て，理解することがで

きる。 

 

・S＋V[知覚動詞]＋

O＋動詞の原形／現

在分詞，現在分詞

の分詞構文(時・連

続した動作)につい

て理解できる。 

 

・定期考査の筆記テ

ストにおいて内容

理解を問う出題に

より、内容理解が

できているかを判

断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・通訳という職、その

職に就いている長井

さんの仕事に対する

向き合い方に関して

理解している。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・通訳という職、そ

の職に就いている

長井さんの仕事に

対する向き合い方

に関して理解して

いる。 

 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

知識が身に付いて

いるかを判断す

る。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

 

Lesson 9 

( ８時間) 

・宇宙エレベー

ターの実現性に

ついて理解す

る。 

・宇宙エレベー

ターの仕組みを

理解する。 

・宇宙エレベー

ターのケーブル

に必要な材質と

カーボンナノチ

ューブとの関連

を理解する。 

・宇宙エレベー

ターの利点と未

来への展望を理

解する。 

・宇宙旅行や発

明について意見

交換をする。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 

・宇宙エレベーターの

仕組みや将来性、ま

た宇宙旅行という話

題に関して会話を続

ける。 

 

・本文を読んだ後に，ペ

アワークを通じて自分

の意見を言ったり，相

手の発表をしっかり聞

こうとしたりする。 

 

 

 

・宇宙エレベーター

の仕組みや将来

性、また宇宙旅行

について知ってい

ることを発言しよ

うとする。・グルー

プ・ワークにおい

て、互いに協力し

ながら会話を続け

る。 

 

・グループでの言語

活動を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」 

 

・仮定法過去，助動詞

を含む受動態，倍数

表現，seem を使っ

た表現を用いて，正

しい文を書くことが

できる。 

 

 

・本文中の表現を他の表

現で言い換えたり，紙

面中の写真・イラスト

等を英語で説明したり

することができる。 

 

 

 

 

 

・仮定法過去，助動

詞を含む受動態，

倍数表現，seem を

使った表現を用い

て，正しい文を書

くことができる。 

 

 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取り組み状況の

判断材料として活

用する。 

 

 

「外国語理解の能力」 

 

・宇宙エレベーターの

仕組みや将来性、現状

について理解できる。 

 

・ 関連する英語を聞い

て，理解することがで

きる。 

 

・宇宙エレベータ
ーの仕組みや将
来性、現状につ
いて理解でき
る。 

 

・定期考査の筆記テ

ストにおいて内容

理解を問う出題に

より、内容理解が

できているかを判

断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

 

・助動詞を含む受動

態，関係副詞(how, 

why)，仮定法過去の

用法を理解してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

 

・助動詞を含む受動

態，関係副詞 (how, 

why)，仮定法過去の用

法を理解している。 

 

 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

知識が身に付いて

いるかを判断す

る。 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

 

Lesson 10 

( ８時間) 

・トルコ航空機

による日本人救

出劇の概要を理

解する。 

・エルトゥール

ル号の事故の経

過を理解する。 

・トルコ人の生

存者に対する大

島村民の献身的

な関わりを理解

する。 

・トルコ人の生

存者が無事に帰

国した経緯と，

両国の友情につ

いて理解する。 

・トルコやエル

トゥールル号の

事故について意

見交換する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 

・トルコという国、日

本との関係性につい

て知っていることを

発言しようとする。 

 

・本文を読んだ後に，ペ

アワークを通じて自分

の意見を言ったり，相

手の発表をしっかり聞

こうとしたりする。 

 

・トルコという国、

日本との関係性に

ついて知っている

ことを発言しよう

とする。 

 

・グループでの言語

活動を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」 

 

・1 学年で学習した文

法事項を用いて，正

しい文を書くことが

できる。 

 

・各パートの内容を簡潔

にまとめて話す／書く

ことができる。 

 

 

 

 

・１学年で学習した

文法事項を用い

て，正しい文を書

くことができる。 

 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取り組み状況の

判断材料として活

用する。 

 

 

「外国語理解の能力」 

 

・論理的思考の重要性

とその具体的な訓練

方法について理解し

ている。 

 

 

 

・関連する英語を聞い

て，理解することがで

きる。 

 

・論理的思考の重
要性とその具体的
な訓練方法につい
て理解している。 

 

 

 

・定期考査の筆記テ

ストにおいて内容

理解を問う出題に

より、内容理解が

できているかを判

断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

 

・トルコと日本に関わ

る歴史や現在の関係

について理解してい

る。 

 

 

 

 

・本文中で用いられ
ている意味や用法
を確認する。 

 

・トルコと日本に関

わる歴史や現在の関

係について理解して

いる。 

 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

知識が身に付いて

いるかを判断す

る。 


